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1． は じ め に

　地 盤 工 学会継続教育制度 （G−CPD シ ス テ ム ）は ，
2002 年 5 月 か ら 暫定 運用 が 始 ま り，2003年 4 月 か ら 本

格的な運用 を開始 して い る。こ の G−CPD シ ス テ ム は，

地 盤工 学 の 専門家集団で あ る会員の 自己 能力 の継 続 的 向

上 を サ ポ
ー

トす る こ とを 目的 と して 設置 さ れ た もの で あ

り，地 盤 工 学継続教育実 施 委員会 （2001年 6 月〜2003

年 5 月） お よ び 地 盤 工 学 継 続 教 育 シ ス テ ム 委 員会

（2003年 6 月〜現在） が，本 シ ス テ ム の 開 発
・運 用 お よ

び維持 に あた っ て い る。こ の 間，い くつ も の 学協会 が 継

続教育の シ ス テ ム を 構築 し，さ らに い くつ か の 学協会 が

協働 し て ，技術者個人の た め の 利便性 を 図る 動 き も出て

きて お り，こ れ らへ の 対 応 も同 委員会で の 活動項 目 とな

っ て い る。表一 1に 2005年度 継 続 教 育 シ ス テ ム 委員会

の メン バ ーな らび に会務を 示 す。

　本 論文 で は，G−CPD シ ス テ ム の 概要 お よび 利用状況

の 現 状 に つ い て 報告す る と ともに ，学会外部団体 と の 連

携状況 とシ ス テ ム の 今後の 方向性 に つ い て 報告 す る。

2． G −CPD シス テ ム の 目的 と概要

　G −CPD シ ス テ ム は，学 会が 主 催 ま た は後援す る種 々

の イベ ン トへ の 参加，受 講，発表等 を通 じて，継 続的 な

知 識 と技術 の 幅 を 広 げ，高い 倫理 観 を持 ち，技術的 に 適

切 な 判 断 が で き る 地 盤 工 学関連技術 者 の 育成 と資質の 向

上 を支援す る もの で あ る。こ れ に よ り，社会 （国民） か

ら厚い 信頼を 得，質が よ い 社会基盤等 の整備 を提供 で き

る技術者の Professional集団 と して社会的使命 と社会貢

献を 果た し，広 く社会に 本シ ス テ ム を 公表 して，地 盤 工

学の 啓発に 役立て る こ とを 目的 と して い る。

　G −CPD シ ス テ ム の 全 体概 要 は ，「会 員 ご と に す べ て

の 学会活動等へ の 参加記録 を 自動的 に 作成 し，各会員が

学会ホー
ム ペ ー

ジ （以下，学会 HP ）で そ の 結果を 認識

で き る シ ス テ ム 」 で あ る。シ ス テ ム の全 体概要 を図
一 1

に示 し，地盤工 学会が認証 す る CPD 活動 と CPD 単位

を 表
一 2に 示 す。

　会員は，会員番号 とパ ス ワードに よっ て，学会 HP か

ら G−CPDweb シ ス テ ム に 入 る 。 そ こ で ，継 続 教 育 プ ロ

グ ラ ム で あ る各種講 習会
・
シ ン ポジ ウ ム 等の イベ ソ トの

閲 覧 や 検 索 ，な ら び に 申 込 み を 行 う こ とが で き る。

CPD の 記録 は，各会員の JGSカ
ードを イベ ン ト会場 に

設置されて い るカ
ー

ドリ
ー

ダに通 す こ とに よ り自動的 に

22

表一1　 2005 年度地 盤 工学 会継 続教 育 シ ステ ム 委 員会

会 　務 氏　名 所　　　属

委員長 伊 藤政 人 大林組 技 術研 究所

委員 石 倉正 英 東 亜建 設 工 業情報 シス テ ム 部

委員 真野英 之 清水建 設技術研究所

委員 渡部要
一

港湾空港 技術研究所

委員 田 中　貢 国 土交通省大 臣官房技術調査課

委員 末政直晃 武 蔵工業大学

オブ サ
  ハ  

岸 田 隆夫 東 亜建設 工 業技術研究所

オブ ザ
ーバー 石 井雄輔 大林組 技術研 究所

オブ ザ ーハ   片 桐雅 明 日建設計 中瀬 土質研究所

オブ サ  ハ 
本 多　 眞 清水建設 技術研究所

オブ ザ
ーバー 和 田　弘 応用地質 π セ ン ター企画部

オブ ザ ーバ ー 加 藤俊昭 地盤 工学会

支部担 当 各支部幹事長に委 嘱

G −CPD システム概要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蠶絵 磯 晦

　　　　　　　　　　　篝讒 灘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i！．二瓢胤窪．篝灘

図
一I　 G −CPD シ ス テ ム の 全体 概 要 図
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表
一2　 地盤⊥ 学会が 認証す る会員の CPD 疝動 の 内容 とCPD 単位

形態区分 活動内容
冨 GPD　　・

CPD 上
【 1 　 　 　 　 　，ン ン　 ン 　　　 への

加
　　　　，　 工　 　　 　 誘 、シ ン小ジ 　ム

（国際、国内）

シン小ジ　厶 〔国　 ，国
内），国瞭セミナー等

1H 一　　　1
会，講演会、
シンポジウム等
へ の 参加

2 習冨，　 ’π研　冨　 へ の　加
「
　 ・　習会 ・見学会

公 開 講座 ・
出 張 講座・出前講座

アフター5談話会

セミナ
ー，； 習会 ・　 会

現 地 検討会 ・研 修会 ・見学
会，勉 強会 ・講話会等

1H 一

且 　 　 　の

表

3 　 　 の 口　　　　　　　　　　つ

．
　　 口

〔【−1 の本部行亭），　　　　 委員会報告 （1− 1の 支部行事）
10　　

「
　 04M

10分 以上 2＋02M 特に重要 は 5割
一

会での発表）

　　　　　　 　　　
巳
　 の　　）

　 　 　 　 （　　 ・
一 一 一 一45

） 国 　 地　 工 　 π　　アジア地 域 調　 、地 　 工

シンポジウム ，地盤 工 学会跏文報告集，「土と基

礎」（報文・論文）

　 　 40／ 編

連名者・共著者は 20
一

6 ．
文 投 稿 （

一
　
．

文 等） 上 記以外 の国際会議，シン’・ジ ウム （国　，国
内），地盤 工 学研究発表会

国　シン小ジ 　厶 ，国
セミナー

　　 10／ 編
連 名看

・
共 著 者 は 5

一
皿 研 7　　　　　　　　

・OJ 丁 一 　 1H 20／ 年

四 B π　 ，研 　 　 　 詆　 の （1
−1 の本部行事） 3H 10／ 回

9　 ．鹽　 ．　 習会，研修会等の講師 （1 −2 の 本部行事），国際会議における招待講 （1
− 1の 支部行事） 3H 10／ 回一 一 2H 5／ 囗1011

　　 　　 の　「 会 現 地 　 討 会
・
　 　 会 2H 5／ 口

12 　文等の　 　〔　 の　 　　カ　 る
もの に限 る）

（n −5の 本部行事） 20／ 編 一
V 　　　に

辱
け

る業務経験

1314 1　 ： 一 一 一 一
15　　　　 明 一 一 一 一
16 π　　　 企画表 支　表　　　　　　　　　 文　 40．　 励　　　20 一

一 一 一 一w の 17　公
18 への 出 （識長や委員長）　　 会，　 委員会 ・術会　等 支　 　　質・π 2H 40 ／ 年／会
19　技術会議への 出席（委員幹　の 場　　部会 質．π 1H 20 ／ 年／会
20　研　機関での粟　參加，国　　力等 国際標準化・【SO 　格 国際協力・技術移転 適宜判断 20／ 年
21 2H 40／
22 　術 図 　

・
準 会 誌 への 依 頼原 稿

講演会資料等の 執筆

甼 会 刊 行 図　．委員会綴告

講習金 ・講演金等の 資料
土と基礎 （講座，その 他）

　画・　　 の　　 ・正・　
一

シ ンm ジウ ム の資料
講習会・講演会等の資料 3H または

1／ 原 稿 枚数
30／ 件
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の CPD 取得単 位表示画 面 作成される 。また ， 学 会

の 会 員専 用ペ
ー

ジ で ，自身 のCPD 記録や取得 単位 （

去5 年分） を確認 する こと ができる （図一 2： CP
謫 ｾ 単 位 表 示画 面 ） 。 さ ら に記 録 簿 と し て の 機能も

し て お り ，個 人の自己学 習 記 録も 入 力 す る ことが で き

と と も に ， 学 会 が 認証し た CPD

L録 に 関 し ては，CPD記

証

書

の

発

行

を
w

上

か

ら

w

会

に

依

する
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。
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0

00
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 　 0 油O 卩OOO 口 油

  而

… 油 油　 内 「 「 油 ODD
，03 ．会 員 の G − C

利 用 状 況 い。 ま た ， 位 以 上と い

要件を満たす
人
数の 割合はCPD登 録者 数 全 体の 9 ％ と

ってい る 。 　 こ こで
は ，暫 定 運

用開 始か ら

3 年 間 （2002
＝ @4 月〜 2005 年3 月 ） に おける学会 員 の

PD 活動に 関 するデー タを 整理・分析した 結

ﾊについ て 報 告
す

る 。 　 図一 3 に過去 3 年間

お け る G − CPD シ ス テ ムを 利 用でき る

員 数 （正会 員 ， 学 生 会 員 ＋ G − CPD メン

ー）と CPD 単 位登 録者 数 の推移 を 示 す 。と

ら の人数もこ の 3 年 間 減 少傾向 に あり，
会

数に占め る登録者 数の割 合 も G − CPD シ

テ ム開 始 当 初は 25 ％ で あった登録 者 数 が

％ ま で 5 ポ イン ト減 少 し て い る 。図 一 4 に

去3 年 間のCPD 登 録者 数の 会 員 数 に占 める

合を 各年代別 で 示す。CPD 登 録者 数 の 割

は 年 代 か 若 く な るにつれ多 く なり， 若 い年

ほ ど CPD 活 動 が 活 発と なっている。し か し，

ﾟ 去 3 年 聞 の 登 録者

の割
合の推 移では，20 代 を除 いて ほ ぼ 減少傾

に あ り， 最 も CPD 活 動 が 盛 ん で あろ う は

の 30 代，40 代 で も 減少 傾向となっ て い

。 　 図 一 5 に 2004 年 度 におけ る 取得単

別CPD 登録者 数を示す

10 点未満 が 最 も多 くなっ て いるが， 81 点以 上の

単 位取 得 者も少 なく な 　 地 盤 工 学 会 の 推奨 単 位で あ る

N間

50 単 4 ． 周 辺 学 協 会 と の 連 携 状 況 　 現在 ，地 盤 工 学 会 は
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図
一5　 取得単位別 CPD 登録者数 （2004 年度 ）

い る
1〕。以 下 に 各団体 と の 連携状況 に つ い て 報告す る。

　4．1　 日本工 学会 （PDE 協議会）の状況

　日本工 学 会 に は 工 学 系の 100あ ま りの 学協会が加 盟 し

て お り，学 協 会 の 会員 の 延べ 人 数 は 約60万 人 に 上 っ て

い る 。 そ の内，地 盤 工 学会 を始 め CPD に関心 が強 い 約

40の 学協会 が ， 2002年10月 に そ れ まで の 準備委員会を

発展させ て ，現在の PDE （Professional　 Development

of　 Engineer）協議会委員会 （委員長 ： 大橋秀 雄 　工 学

院 大 学 理 事 長 ） を 発 足 さ せ た 。現 在 は，日本 工 学 会

PDE 協議会 と名称を 変更 し，協議会の ドに 幹事会お よ

び 運営 委員会 お よび 三 つ の 専 門委 員会 （ポータル サ イ ト

構築委員会， プ ロ グ ラ ム 認定委員会，受講履歴統
一

化委

員会）が 設置さ れ て い る 。

　PDE 協議会 で 実施 し た ア ン ケ
ー

ト調査 に よれ ば，

CPD 制度 を 実施 して い る学 協会 は ，2002年度 に は地 盤

24

丁 学 会を 含 め 8 学 協 会 に 過 ぎ な か っ た が ，2005年度 に

は24学協会に 達し，延べ 31万人の 会員が CPD の サ
ー

ビ

ス を受 け られ る こ と とな る。す な わ ち，CPD の 普 及 は

第
一

の ス テ
ージか ら，後 述 す る建 設 系 CPD 協 議 会 に 見

られ る よ うに 学協会間で 連携 と協働 を 図る第二 の ス テ
ー

ジ に 入 っ て い る と言え よ う。

　 こ う した 状況の 中，CPD 制度 の 確立 ・
運用 に お い て ，

他学会 よ り先行 して い る地盤工 学会 で は，上 記 の 専門委

員会の うち，ポ
ー

タ ル サ イ ト構築委員会お よび プロ グラ

ム 認定 委員会 に 委員長 お よび委 員 とし て参 画 して お り，

日本 工 学 会 PDE 協 議 会 で の CPD 制 度 の 連 携 活 動 を 今

後も リードして 行 く もの と思 わ れ る 。

　 4．2　建設系 CPD 協議会の 状況

　建 設 系 CPD 協議会 （会長 ：池 田駿介　東京工 業大学

教授） は ， 2003年 7 月 に 土 木学会，建築学会な ど建設

系の 11学協会 に よ り設立 され た。こ の 協議会 の 目的 は，

「建設系分野 に 係 わ る技術者の 能力の 維持
・
向 E を 支援

す る た め，関連学 会お よび 協会 問 で の CPD の 推 進 に 関

わ る連絡 や調整 を 図る」 こ とであ る 。 こ の 協議会 に は，

会員間で の CPD 推進 に 係わ るル
ー

ル （プ ロ グ ラム 認証

など）を作 る 「ル
ー

ル 検討部会」 と CPD シ ス テム の計

画，立案，実施 お よ び 分 析 を行 い ，CPD 推 進 に 係 わ る

登録 と情報提供の シ ス テ ム を作 る 「シ ス テ ム 検討部会 」

が 設 置 さ て い る。地 盤 工 学 会 は，両部 会 に 参 画 して お り，

特 に シ ス テ ム 検 討 部 会 で は ，建 設 系 学 協会の 中 で も

CPD の シ ス テ ム 化 で は
一
歩 進 ん で い た こ とか ら，部会

設立 当初 か ら部会長の 任 を担 っ て い る。

　建設系 CPD 協議会の 連携 の 第
一
弾 と して ，　 CPD プロ

グ ラ ム 情報 の 検索
・
閲覧 シ ス テ ム が 具体化 さ れ，2005

年 7 月に web サ イ ト （http：〃www ，cpdccesa ．org ）が オー

プ ン し た （G−CPD の ト ッ プ ペ ージ か ら も リ ン ク 有）。

こ の シ ス テ ム で は，参 加学協会が 関 わ る CPD プ ロ グ ラ

ム 情報 （講習会，講演会な どの 開催情報）の す べ て をみ

る こ とが で き，そ の 中か ら希望 す るプロ グラム を容易 に

検索す る こ とが で きる。参加申込 も，各学会 の web サ

イ トと リン ク を は っ て い るの で，その 画 面 か ら直接申 し

込 む こ とが で きる。今後は，CPD 記録 の 共 有化 に つ い

て ，ル
ー

ル お よ び そ の シ ス テ ム に つ い て検 討 して い く予

定 で あ る。

　4．3　 日本技術士会の 状況

　2000 年 4 月に 技術士 法の
一

部 が 改 iF．さ れ，「技術 士 の

資質向上 の責務」 が 明文化された。一
方，国土交通省九

州地 方整備局で CPD の 単位取得者を 加 点す る 入札 の 試

行 が 実施 さ れ るな ど，社 会 的 に も CPD 制度 が認 知 さ れ

始 め た。日本 技 術 士 会 で は，技 術 十 CPD （継 続 研 鑽）

の 実 施 に つ い て 支 援 す る と と もに CPD の 実積 に つ い て

の 登 録 を受 け 付け て きた が ， 現時点で は CPD 登録証明

書 を発行 す るま で に は至 っ て い な い の が 現状で あ る。

　 こ うした 状況の 下，CPD 登録証明書発行等の た め の

具体的方策を検討し，早期 に実現す る こ とを 目的 として，

2004年 9 月 か ら2005年 3 月 ま で の 期 限 で ，rCPD 証 明

特別 委員 会 」 （委 員長 ： 吉 岡和 徳 　 日本 技 術 士 会 理 事 ）

土 と基礎，54− 1 （576）
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を設置し，CPD 認定基準，登録証明書書式，他学協会

お よ び協 議 会 との 連 携 と整 合な ど に つ い て 検 討 が 進 め ら

れ た。

　議論 の 結果，  CPD を実践しや す い 環境の 整備 に努

め る こ と，  関係学 協会 との
一
層 の 連 携 を 図る と とも に ，

こ れ ら学協会が 発行 した証明 書を 有効に 活用 で きる よ う

配 慮 す る こ と，  日 本 技 術 士 会 は ，関 係 学 協 会 か らな る

協議会で の 検討 にお い て ，主 体的な 役割 を果 た せ る よ う

積 極 的 に参 画 して い くこ と，な どが確認 さ れ て い る。

5． G−CPD システ ム の今後の方向性

　現在 の G−CPD シ ス テ ム で は，　 CPD 記録の 登録の た

め の カ
ー

ドは テ レフ ォ ン カードタ イプの 磁気 カ
ー

ドを用

い て い る。こ の カ
ードお よ び カ

ー
ド リ

ー
ダには あ る程 度

寿 命が あ り，そ れ ら の 寿命を 5 年 とす る と，2007年 が

シ ス テ ム 吏新 の
一

つ の 冖安 とな る。…
方，ソ フ トは OS

に 依 存す るた め，そ れ な りの 変更を視野 に い れなけ れ ば

な らな い 。 こ の よ うな背景 か ら，継続教育 シ ス テ ム 委員

会で は ， G−CPD の 次期 シ ス テ ム の 検討を昨年 か ら着手

して い る。

　次期 ン ス テ ム を検 討 す る上 で 考慮 しな け れ ば な らない

項 目 と して は，  デー
タ 収集の た め の カ

ー
ド の 高機能

化
・
低価格化，  他学協会 との シ ス テム連携，な どが挙

げ られる。

　  に 関 して は，現 在 電 子 マ ネーな ど に用 い られ て い る

IC カードが，多 くの 情報量 を収納 す る こ とが 可 能で あ

る こ とか ら，有望視 さ れ て い る。現 時 点 で は 1枚 600円

程 度 で あ る が ，今後の 技術開発，そ の 他 メ デ ィ アの 開 発

に よ っ て ，さ ら に 価格 は 低下 し，2 年後に は 1枚 150円

程 度 に な る とい う予 測 もあ る 。 し か も，ICカ
ードの 読

取機は 現在 で も8000円程度 で あ り，磁気 カー
ドの それ

よ り もは る か に廉価で あ る。

　  に 関 して は，学際化
・
国 際化 に よ り，学 会 の コ ラ ボ

レ
ー

シ ョ ン 化 が進み ，技術者が 自由 に 各学 会の 教 育 コ ン

テ ソ ツ に 参加 した 場 合 に ，1枚 の カードで それ ぞれ 学協

会 の記 録 登 録 が行 え るシ ス テ ム が 考え られる。こ うす る

こ とで複 数 の 学会の プ ロ グ ラ ム を受講 す る 利用者は 非常

に 利 便 性 が 高 くな る 。 IC カ
ードは 情報量が 磁気 カ

ー
ド

に比 べ 格段 に大 き くな るの で ，こ うした シ ス テム が可 能

と な る。ま た ，共 通 の シ ス テ ム を他 学 協 会 と協 同 で 開

発 ・保有 す る こ とに よ り，単 独 で開 発 す る場 合 よ りも費

用 負担 は軽減 す る。

　 その 他 ， 次期シ ス テ ム の 検討 に あた っ て は，地 盤工 学

会内で の CPD 以外の カ
ー

ド利 用 方法や 費用 分 担 の考 え

方 に つ い て な ど，今後学会内の 各 部各委員会 と連携 しな

が ら進め て い きた い と考 え て い る。

6． お わ りに

　2001年 5 月 に，地 盤 工 学会は 土 木学会 との 間で CPD

に 関わ る相互 連携 に 関す る 覚書を交 わ し た。ま た 2005

年 6月 に は ， 日 本緑化 T．学会 とG−CPD シ ス テ ム共 同 使

Janllary。2006
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用 に関す る覚書を締結 した。専門学会で ある地盤工学会

の 会員が技術者 と し て の 資質 を 向上 させ て い くた め に は，

学会が 得意 とす る地 盤 の分 野 だ け で な く，建設 関係
・地

質関係を包含す る広 い 分 野の 知 識 が 必 要 とな る。その た

め に は ，関連 す る学 会 間 に おけ る 継 続 教 育 の 連携が 必 要

とな る。

　建 設 系 CPD 協 議 会 や 日 本 工 学 会 PDE 協 議 会 は ，周

辺 学 際 の 工 学 全 体 とい う分野の 情報が 集約さ れ ，しか も

後者は 日本 を代表す る 冂∫能性 もあ る とい う点で，地 盤工

学 会 が そ れ らに 参画す る 意義が あ る。技術士 会 に は，地

盤 丁 学会の プロ グ ラム コ ン テン ツ を 認 め て も ら う こ とは

もち ろ ん，地 盤 工 学 会 の CPD 記 録証 明 書が 技術土 会の

証 明書 とな る よ う，シ ス テ ム 上 の 改良を 進 め て い く予定

で あ る。

　過去 3 年間 に お け る 学 会員の CPD 活 動 に 関す るデー

タを 整理 ・分 析 した と こ ろ，若 い 年代 ほ ど CPD 活動 は

活発 に行 われ て い る もの の ， 会員数の 減少ともあい ま っ

て CPD 単 位 の 登 録者 は年 々 減少 して お り，20代 を除 く

各 世代に お い て CPD 登録者数の 割合は減少 して い る と

い う結果で あ っ た。こ れ は ，本 来 CPD は技 術 者 の 雇 用

価値 （Employability）を 客観的 に 証明 す る もの で あ る

に もか かわ らず ， まだ 技術者の 資格要件 としての 制度が

未成 熟で あ り，真の 意味で 技術者に必 要 性 を理 解 され て

い な い 現状が背景に あ る よ うに 思わ れ る。

　今後 と も地 盤．1 学 会 で は技 術 の 多様化 に 対応 し た 教 育

プ ロ グ ラ ム の 体 系化 ・
充実 を 計画 し て お りZ ／，ま た，

2005年度 か らは 特別会員 の み な らず 「職 場 班 」 に お い

て も，独 自に 企 画
・
運営 した 「研 修」 を CPD ポ イン ト

とす る こ とがで きる制度を導入 して い る 3・／
。 ま た ， G −

CPD シ ス テ ム の ペ ージ には ，収 集 した デー
タ を大 ま か

に 分析 した 結果が 示 され る よ うに して い る。こ れ は そ れ

ぞ れ の 会 員が そ れ ま で の 収集 ポ イ ン トが 全 会員の 中 で ど

の 程 度 の 位 置 に あ る の か を把握 し，それ 以 後の 継 続 教 育

プ ラ ン に 役立 て て い た だ こ うとい う意図で あ る 。

　継続教育シ ス テ ム委 員会 で は こ う した 制度（シ ス テ ム ）

の 改善 に よ り，会員の CPD 活動 に 寄与して い きた い と

考え て お り，会 員諸氏 の さ らな る活発な CPD 活動を願

っ て や ま な い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 参 　考 　文　献

1） 地 盤 ⊥ 学 会継 続 教 育 シ ス テ ム 委員会 ：地盤工 学 会継続教

　　育 （G−CPD ） 制度　本格運 用 2 年 を 終 え て （そ び）1）

　 　
一．
学 会 の 外部 で の 活動状 況 と地盤 工 学 会の 取組 み 方一，

　 　 t／と基礎，Vol，53，　No，5，　pp．54〜56，2005 ．
2）　地 盤

一
［二学 会 継 続 教育 シ ス テ ム 委員会 ：地盤工 学 会継続 教

　　育 （G
−CPD ）制 度 　本格運 用 2年 を終 え て （その 3）

　
一

教 育 プ ロ グ ラ ム と今後の 方 向性 案　，土 と基礎，Vol．
　 53，No ．7，　pp．51〜52，2005．
3） 地 盤工 学会継続教育 シ ス テ ム 委員会 ：地 盤工 学 会継続教

　 育 （G −CPD ）制 度 　本 格 運 川 2 年 を終 え て （そ 0）2）

　
一

特 別会員 お よび職場班 に お け る 研 修活動 へ の CPD 認

　 定　，十 と基礎，Vel．53，　No ．6，　p．70，2005 ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （原稿受理 　2005．10．4）

25

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


